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は
大
き
く
、

今
回
か
か
る
段
階
で
の
仕
琪
を

.ま
と

め
、
世
に
問
わ
れ
た
こ
と
は
筆
者一

.

人
の
喜
び
.に
限 

ら
な
い
。
本
»
は
一1

編
か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立 

の
論
文
で
、
.扱
う
時
期
も
場
所
も
違
う
が
、
い
ず
れ 

も
新
し
い
手
法
に
立
つ
点
で
共
通
し
て
い
た
。

第

一

編
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
変
動
を
、
十
七
世
紀 

初
頭
に
つ
い
て
扱
う
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
毛
織 

物
に
依
存
す
る
こ
と
大
で
あ
っ
た
。
し
か
し
毛
織
物 

生
産
の
大
き
な
部
分
が
輸
出
に
J g
り
向
け
ら
れ
て
お 

り
、
今
や
十
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
な
か
で
毛
織 

物
輸
出
が
持
づ
意
味
の
重
大
性
は
明
白
で
あ
っ
た
。
. 

国
際
開
係
の
変
化
で
毛
織
物
輸
出
は
大
き
く
変
動
し
，
 

た
。
か
く
て
著
者
は
、.
十
七
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス 

経
済
の
変
動
を
、
国
際
関
係
の
な
か
で
振
幅
の
大
き 

な
毛
織
物
輸
出
に
逭
い
比
重
を
置
き
な
が
ら
追
魏
す 

る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
六
〇
三
年
か
ら
ー
.四
年
に
輸 

出
は
好
調
で
あ
る
。
著
者
は
イ
ギ
リ
ス
産
毛
織
物
に 

対
す
る
需
要
増
を
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
起
っ
た
^|
卞 

に
ょ
る
穀
物
輸
入
増
に
対
応
す
る
% .
の
と
み
た
。
2y 

作
の
た
め
農
業
労
働
の
大
き
な
部
分
が
毛
織
物
生
産 

に
向
っ
た
。
そ
の
結
果
は
生
産
量
の
増
大
で
、
こ
れ 

が
穀
物
供
給
国
の
毛
織
物
需
要
増
に
振
り
向
け
ら
れ 

る
こ
と
に
な
っ
た
.の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
六
一
四 

年
に
は
い
り
輸
出
は
沈
滞
の
現
象
を
呈
し
た
。
原

因

，
 

は
大
陸
に
お
け
る
毛
織
物
工
業
の
成
長
に
よ
る
。
-
f

ギ
リ
ス
毛
織
物
工
業
は
大
陸
の
毛
織
^
工

業

の

.競

争
 

に
直
面
し
、
も
は
や
安
泰
允
り
得
な
い
。
現
に
輪
出 

の
.不
振
は
ニ
〇
部
代
に
は
い
り
顕
著
に
な
っ
た
。
そ 

し
て
著
者
は
か
か
る
変
動
の
過
程
を
、
ニ
四
年

ま

で
 

追
う
。
知
ら
れ
る
如
く
、
著
者
は
単
ー
商
品
輸
出
1
_ 

.
経
.済
の
観
点
か
ら
十
七
世
紀
の
.イ
ギ
リ
ス
経
済
を
理 

解
し
よ
う
と
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
経
済
は
毛
織
#

I I
}
出 

の
帰
趟
に
よ
っ
て
攪
乱
さ
れ
た
。
そ
し
て
著

^

！
.に
よ 

れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
が
多
様
な
工
業
を
発
展
さ
せ
、
そ 

し
て
こ
れ
に
よ
り
毛
織
物
輸
出
が
国
民
経
済
に
対
し
. 

与
え
る
影
響
を
緩
和
’で
き
る
た
め
、
遠
く
十
九
«-
1紀 

.
の
産
業
革
4
-n
p
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
編
は
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
関
説
ず
る
。
著 

者
は
一
八
三
九
年
か
ら
四
七
年
ま
で
を
一
つ
の
単
位 

と
み
、
そ
こ
で
鉄
道
建
設
の
持
つ
意
味
を
重
視
し 

た
。
と
く
に
三
九
年
か
ら
四
四
年
.の
期
間
内
に
鉄
道 

投
資
は
活
況
を
呈
し
、
鉄
道
建
設
に
と
も
な
う
鉄
需 

要
の
増
大
の
な
か
で
鉄
価
格
の
低
下
が
目
立
つ
。
四
. 

五
年
に
は
い
り
鉄
道
建
設
は
本
格
化
し
た
。
従
来
は 

鉄
道
建
設
で
政
府
資
金
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い 

た
。
し
か
し
今
や
大
量
の
民
間
資
本
が
流
入
し
た
''
0 

そ
し
て
建
設
が
本
格
化
し
た
時
、
鉄
道
は
商
工
業
に 

必
要
な
資
金
ま
で
吸
引
し
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ 

た
。

一
八
四
六
年
に
は
過
剰
投
資
の
気
味
が
強
い
。

'
 

し
か
し
逆
に
商
工
部
門
の
資
金
は
枯
渴
し
て
し
ま
っ

.
ニ

〇

(一

三

〇)

た
。
か
か
る
な
か
で
凶
作
が
起
っ
た
。
凶
作
は
食
糧 

輸
入
の
増
大
を
必
然
化
し
た
。
か
く
て
多
額
の
正
金 

が
穀
物
輸
入
代
金
と
し
て
望
ま
れ
た
。
し
か
し
鉄
道 

建
設
の
本
格
化
で
資
本
市
場
は
圧
迫
を
受
け
、
容
易 

に
融
通
が
得
ら
れ
な
い
。_

要
求
は
執
拗
を
き
わ
め 

た
。

か
か
る
な
か
•
で

資

本

市

場

は

緊

迫

の

度
を
深
め 

-

て
い
っ
た
。
金
融
危
機
か
ら
鉄
道
建
設
事
業
は
中
絶 

■の
脅
威
に
さ^

0

さ
れ
る
こ
と
に
な
.
っ
^
。
'ぷ
に
若
干 

の
鉄
道
会
社
は
破
産
し
た
。
周
知
の
如
く
、
鉄
道
建 

設
は
雇
傭
効
果
が
大
き
く
、
凶
作
に
ょ
る
金
融
難
が 

鉄
證
設
を
危
険
に
追
い
込
ん
だ
時
、
不
況
が
国
中 

に

ー
般
化
す
る
こ
と
に
な
ち
た
。
著
者
は
一
八
三
九 

.年
か
ら
四
七
年
を
不
況
期
と
み
、
そ
.の
理
由
づ
け
を 

以
上
に
概
観
す
る
の
で
あ
っ
た
。

(

有
斐
閣
.
昭
和 

四
十
年
四
月
刊
♦ 

t

 

•

1.

七
ニ
頁
.
五
五
〇
円
>

I
渡

辺

國

棄—

訂 正 （本学会雑誌第5 8卷 11, 1 2月合併号）

(54, 55 頁） , ' -

5 4頁 "第 1 図 a イギリス” と，5 5頁 “第 3 図 アメリカ•イギリ 

ス•フランス所得分布比較，，の図は，相互に入れ違っております。

なお，第 1 図の説明中，資料出所 “Table 4, 7, 8 作図，，とあるのは， 

“Table 3, 7 より作因，，と訂正します。

‘(56 頁）

第_3表の説明中，資科出所“Table 4, Table 7” とあるのは，“Table 3, T* 

と訂正します。 •

(57 頁)

第4 表中，下より1 2行目，右より1 0列目の“；0 .7，，，下より3 行目 

右より1 1列目の“13.5 , 下より2 行目，右より1 5列目の“23. 4” はゴ手 

ックに訂正します。

◊

次
号
目
次

<>

論

説

小
倉
藩
人
畜
改
帳
の
分
析
と
.
.

 

•

■

徳
川
初
J 0
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全
国
人
口
推
計
の
試
み
：

…

速

水

融

消
費
者
余
剰
の
理
論——

展
望

.

.

.

..

.

.

.
長

名

寛

明

,

資

料•

研
究
ノ

ー

卜

日
本
に
お
け
る
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
史…

：.
...

…

白

井

厚

幕
末—

明
治
初
期

武
蔵
国
人
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趨
勢
に
関
す
るj

考

察

.

.

..
佐
々
木
陽
一
郎

.
同
時
方
‘程

式

体

系

に

ょ

る

生

産

两

数

の

推

定

.

.

.

.黒

田

昌

裕

書

評
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ネ
イ
ル
ド
著
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『

景
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変
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下
の
物
価
と
雇
用』

…
…

…

：.

.

.

.

..鳥

居

泰

彦

.―

英
国
製
造
業
に
関
す
る
研
究
.

r

九
五
〇
年
丄
九
六
一
年——

柴
垣
和
夫
著

『

日

本

金

融

資

本

分

析

』

.

.

.
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.
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.

.
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植
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刊

紹

介


